


まえがき 

 ２０１９年は本中華ビジネス研究センター設置５年目という節目の年を迎えました。２０１８年度の実

績を振り返れば、ベトナム現地人材の活用で実績をあげ続けてきた現地法人経営者の近藤氏、対アジア福

祉事業支援を積極的に展開している福祉サービス評価機構代表の奥住氏を講師に招いた定例セミナーの

開催、本学ビジネススクール第１１期 ・１２期生を引率した高雄と深圳両市における海外研修の実施、

海外交流先の共同研究者や地域専門家を招いた新春特別セミナーの開催などの事業を実施しました。更

に新たな交流先である国立中山大学管理学院（台湾高雄）との MOU 締結、同校 EMBA 院生の来日研修の

支援を実現させることにも成功し、しっかりした足跡を残すことができたと認識しています。 

本論文集は２０１８年度の新春セミナーに際して提出された専門家の学術論文と報告原稿を学術交流

事業成果物として編集されたものです。これを踏まえて２０１９年３月１６日に、本センター主催、北

九州商工会議所及びジェトロ北九州貿易情報センター共催の形で、地域産業界向けに公開セミナー『米

中貿易摩擦と東アジアビジネス連携関係の再構築』を開催する運びとなりました。 

第一セッションでは「米中貿易摩擦と東アジア経済の今後」をテーマに、日本銀行国際局審議役福本智

之氏による問題提起とモデレーションの下、中央民族大学長兼中国人民大学民営企業研究センター長の黄

泰岩先生が「中米貿易摩擦と中日経済協力」、国立中山大学（高雄）管理学院の陳妙玲先生が「中米貿

易摩擦の台湾経済への影響」、マカオ大学アジア太平洋経済管理研究所長 Jacky So 先生が「米中貿易

摩擦－貿易戦か通貨戦か－」を、それぞれテーマに報告いたしました。第二セッションでは「東アジア地

域におけるイノベーションとビジネス連携」をメインテーマに、王効平中華ビジネス研究センター長が

モデレーターを務め、香港中文大学ビジネススクール牧野成史先生が「中国政府系ベンンチャーキャピタ

ル」、王効平教授が「日中老舗企業の経営比較研究 〜イノベーションに焦点を絞って〜」、マカオ大

学管理学院客員准教授古田茂美先生が「日中老舗比較合同研究～存続と「地域」資本、創新と「伝統」資

本～ケース・スタディ：株式会社ツムラ」、山九株式会社常務取締役奥田雅彦氏が「当社の東アジア地域

におけるイノベーションとビジネス連携について」をそれぞれ報告いたしました。２つのセッションに

分けて専門家の８人による知見発表と共にパネルディスカッションを行いました。本報告集は２０１８

年度本センターの対外交流事業成果の締めくくりとして編集整理しました。 

米中貿易摩擦に象徴される世界経済の変調が進行する中、東アジア地域は依然として経済発展の潜在

力が最も大きいことに変わりが無いと認識しています。本センターが引き続き東アジアの主要交流先であ

るビジネススクールや研究機構との関係を維持強化することによって、地域経済発展のために共同調査

研究、グローバル人材育成、産業界への現地ビジネス情報の提供などで各方面に貢献して参りたい所存で

す。 

海外協定先各位に海外との共同研究の遂行では多大な御負担をおかけし、研究発表会の開催と論文集の

作成に際して、本センター事務の覃文さんに多大な御尽力を頂きました。ここに関係者を代表して心から

感謝の意を表したい。

監修責任者 

公立大学法人北九州市立大学 

中華ビジネス研究センター長 王 効平 

２０１９年３月 
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